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2019 年 3月 19 日 

 旭化成株式会社 

各 位 

 

 第 67 回日本化学会化学技術賞受賞について 

～プロパンのアンモ酸化触媒、および該触媒を用いたアクリロニトリル製造技術の開発～ 

 

旭化成株式会社（本社：東京都千代田区、社長：小堀 秀毅）は、このたび、「プロパンのアンモ酸化触

媒、および該触媒を用いたアクリロニトリル（以下、「AN」）製造技術の開発」に関して、下記のとおり、

当社の社員が第 67回日本化学会化学技術賞を受賞しましたので、お知らせします。 

日本化学会は、1878 年（明治 11 年）に創立された化学分野における国内最大の学会であり、化学技術

賞は、わが国の化学工業の技術に関して特に顕著な業績のあった者に対して与えられる賞です。3 月 17

日に甲南大学岡本キャンパス（兵庫県神戸市）にて贈賞式が行われ、同月 19 日には当社研究・開発本部 

技術政策室 イノベーション戦略部マネージャー 日名子 英範が受賞テーマについての講演を行いまし

た。 

 

当社は、プロパンを原料とした AN製造プロセスの工業化を実現するために、触媒構造解析をベースに

触媒を設計し、高収率・長寿命・流動床反応適合性を有する触媒を開発しました。今回の受賞は、プロパ

ンのアンモ酸化触媒の開発、およびその該触媒を用いたプロパンから AN製造技術の開発が実用化に至っ

た業績が評価されました。あわせて該触媒の量産技術および反応技術を開発し、2013 年に世界初のプロ

パンを原料とした AN 製造の工業化に成功したことも受賞に至った要因です。 

当社は、今後も触媒・プロセスの開発を通じて化学産業の発展に貢献し、社会に新たな価値を提供して

まいります。 

 

＜受賞者＞ 

日名子 英範（旭化成㈱ 研究・開発本部 技術政策室 イノベーション戦略部 写真右から３人目） 

駒田 悟  （旭化成㈱ 石油化学事業本部 技術開発総部 技術開発第一部 写真左から２人目）  

加藤 高明 （旭化成㈱ 石油化学事業本部 技術開発総部 技術開発第一部 写真左から１人目） 

渡邊 春彦 （旭化成㈱ 生産技術本部 生産技術センター 加工技術部 写真右から１人目） 

桐野 俊也 （旭化成㈱ 技術ライセンス部ＯＢ 写真右から２人目） 
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贈賞式の様子 

 

以上 

 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

広報室（関塚、片山、阿曽村） 

TEL 03-6699-3008 

E-MAIL：ak-houdou@om.asahi-kasei.co.jp 


